く 瞬く 天上の 眼の やうに 見える。 己 は それが 呼んで ゐ 

る 様な 気がする。 此 星の 下に 生れる もの は 何と 云 ふ 幸 

福 だら う。 セ ムボビ チス、 此 愛らしい 美しい 星が どん 

なに 己た ち を 照して ゐ るか 見た がよ い』 とかう 云った _ 

けれども セムボ ビチス は 星 を 見なかった。 それ は 見 

ようと 思はなかった からで ある。 賢く しかも 年老いた 

魔 法師 は 新奇 を 好まない。 

夜の 沈黙の 中に バルタ ザ アル は 独り 繰返した。 『此 

星の 下に 生れた もの は 何と 云 ふ 幸福 だら う。』 



の 女王の 護衛兵の 黒い 馬と 夜目に も 輝く 偃月刀と を認 

めた ので ある。 否、 女王 自身 さへ も 認めた ので ある。 

王 ははげ しい 懊悩 を 感じた。 それ は 又 女王に 恋をし 兼 

ねない 様な 気がした からで ある。 星 は 神秘な 光明 を 放 

つて 天上に 輝いて ゐる。 下に は 紫と 金との 輿の 上に バ 

ル キスが 星の やうに 小さく きらめいて 見える ので ある _ 

バルタ ザ アル は 恐し い 力で 女王の 方に 引 寄せられる 

の を 感じた。 けれども 王は猶 必死の 勇 を 鼓して 頭 を そ 

むけた。 そして 眼 を 上げて 再び 星 を 眺めた。 すると 星 

がかう 云 ふので ある。 

『天なる 神に 光栄 あれ。 地なる 善人に 平和 あれ。 国王 



るの を 見た。 そこで 身 を ひれ 伏して、 彼等 は 其 幼な 児 

を 礼拝した。 それから 其 財宝 を ひらいて、 金と 乳香と 

没 薬と を 捧げた の は、 福音書に 書いて ある 通りで ある。 

(Mrs. Jotm Lane の 英訳より) 
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